
窓口支援事例 【青森県 知財総合支援窓口】 平成 29 年度版 

企業情報 

株式会社東北すっぽんファーム   

所在地 青森県上北郡東北町 

ホームページ URL http://www.tobun.jp/ 

設立年 ２０１６年 業 種 農林水産業 

従業員数 2 人 資本金 １,000 万円 

      

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業概要 

一押し商品 

 

 当社の強みは、国内有数の植物性泉（モール泉）で通年、源泉掛

け流しで 5,000 匹を養殖可能な施設で養殖していることで、皮膚

病がなく健康的なすっぽんの育成が可能です。肉厚で臭みが極め

て少なく、ミネラルが通常のすっぽんの２倍以上との検査結果が

出ています。ミシュランガイドで星を獲得している飲食店からも

高い評価をいただいております。 

 当社は、天然温泉を利用したすっぽんの養殖、すっぽん加工品開

発、販売を行う会社として、2016 年に法人化しました。会社立

ち上げの前身として、2012 年に温泉を活用したすっぽん養殖事

業の個人事業主として創業し、青森県若者発ベンチャー大賞を受

賞しております。会社のロゴの「兜」（かぶと）は、代表取締役の

甲地の苗字である「甲」を表しております。（「兜すっぽん」商願

2017－76820 号） 

 当社の一押し商品は、活すっぽんです。従来にない源泉掛け流し

と、投薬を一切せず、にんにくや県産りんごを餌に混入し、飼育

槽に青森ヒバを使用したことによる当社の養殖技術のメリットを

最大限に利用して育てています。 

また、業務用のすっぽん解体パックもお勧めで、すっぽんまる

ごと一匹分を解体し、調理で使用しない爪・胆嚢・膀胱・腸・血

を丁寧に取り除き、そのまま真空パックして冷凍しており、解体

が苦手な飲食店に重宝されています。 

自社の強み 

これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

窓口活用のきっかけ 

最初の相談概要 

その後の相談概要 

知財総合支援窓口活用のポイント

 2012 年に公益財団法人２１あおもり産業総合支援センター主催の青森県若者発ベンチ

ャー大賞を受賞したことをきっかけに、同センターの中小企業診断士の支援を受けてきま

したが、事業化の進展に併せて商標や養殖方法のノウハウの保護、各種契約の支援が必要

になったため、青森県知財総合支援窓口を紹介いただきました。 

 青森県の国際経済課や青森県総合プラットフォーム「A！Premium」を利用して、すで

に国内の中華料理店等と取引を開始しており、2017 年 8 月に香港で開催される「香港フ

ードエキスポ 2017」での展示・試食商談会に参加するため、トラブル回避に必要不可欠

な商標登録出願について支援を行いました。 

 国内外での事業展開に合わせて、まず自社の「知的財産」、「営業秘密」、「ノウハウ」を

明確にし、その保護方法を学ぶ機会を得、著作権譲渡契約や売買契約、養殖場の見学者及

びメディアの取材に対する秘密保持誓約の実務について、海外知的財産プロデューサーや

弁護士の支援も受け、不安や課題をひとつずつクリアすることができました。 

 同社は当初、模倣対策のために商標を取得することだけを第一に考えていましたが、国

内外での事業展開の段階ごとの知財保護の必要性を意識するようになりました。また、同

社独自の養殖技術による品質管理と知財保護を両立させ、経営者として成功していきたい

と考えるようになりました。今後は同業他社の情報を分析し、自社の強みを武器として弱

みをカバーしつつ拡販していきたいとのことです。 

当社は、モール泉掛け流しですっぽんが養殖できるという最大の武器があり、会社の強

みを活かすために必要となる知的財産とその守り方を知財総合支援窓口で学び、磐石な経

営体制の構築を目指しています。是非、当社のように窓口を有効活用してほしいと思いま

す。 

窓口担当者から一言 （氏名：今野峰子） 

 同社社長には長年かけて確立した養殖の技術があり、栄養豊富なすっぽんを

提供することで「美と健康」に貢献するという、社会貢献度が高く、生産性の

高い仕事をされています。これからも養殖技術者と経営者の両面のスキルをバ

ランスよく伸ばし、磐石な経営基盤を構築できるよう、併走型の支援を行って

いきます。 


